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研究テーマ※ 薬物依存症者の就労支援に関する研究 



概要※ 
（概ね1000字以内） 

（写真・グラフ等自由） 

【研究の背景・目的・内容】 

有益な雇用は依存症治療の成功要因の一つであることが指摘されているが、日本国内の依存症者の就労支

援については先行研究もわずかな現状にある。本研究では、就労支援機関における依存症者利用についての実

態と意識を明らかにすることを目的に、関東1都6県の就労支援機関（就労継続支援A・B型、就労移行支援事業

所）4606施設とし、郵送法による自記式質問紙調査を実施し2353施設から回答を得た（回収率51.1％）。 

 その結果、依存症者が利用している施設は389施設16.5%であった。また、利用に懸念があるとの回答は、

薬物83.2%、ギャンブル75.8%、アルコール75.1%と依存症者の利用への高い懸念が示された。懸念がある

と回答した人の割合について、アルコール、薬物、ギャンブルともに依存症者利用のない施設よりも利用のある

施設で懸念が有意に低いことが示された。今回の調査では、懸念が低いために利用があるのか、利用があるこ

とで懸念が低くなるのか、これらの因果関係は明らかになっていないが、自由記述では、実際に依存症の方が

利用することで、スタッフが知識や経験を得ているという記述が多数あり、実際の支援を通して懸念が低減して

いく側面が推察された。依存症者のイメージ（Linkスティグマ尺度を援用）について、アルコールでは利用のあ

る施設において有意にスティグマが低いことが示唆されたが、薬物およびギャンブルでは有意差が認められ

ず、薬物とギャンブルに対してはスティグマが根強いことが推察された。 

【応用例、研究の展望】 

今後、就労支援機関に対し依存症の基本的理解と回復について理解を得ることが必要である。そこで、本人の

ための「依存症者の就労のワークブック」、支援者のための「依存症者の就労支援ガイド」を作成し、頒布予定であ

る。また、依存症者の就労支援に関心のある方を対象とした「依存症者の就労支援研修」を開催予定である。 

【研究方法の特色】 

 

本研究関連 

特許・論文等 

・引土絵未「薬物依存症と就労支援」『臨床精神医学』48(11)、1285-1289、2019年 

・引土絵未「第10章物質をやめた後の情緒的つながりの回復のために」『物質使用障害の治療―多様なニーズに

応える治療・回復支援』169-182、金剛出版、2020年 

共同研究・外部機関 

との連携への期待 

 

 

 


